
トカラ列島近海における地震活動の再検測による震源分布

（2025年7月21日～9月7日：活動低下した7月下旬以降の期間における有感地震・106個）

気象庁・一元化震源

図１ 地震観測点配置 (JMA, KagoshimaU)

鹿児島大の akus, KASA, 気象庁の TAKARAの
3観測点（観測点名が赤文字）にオフライン
（鹿児島大）の KDAC, TAIR を追加してP・S波検測
の組み合わせを固定し，震源を再決定した．
なお，KDACとTAIRは科研費・特別研究促進費により
8月26日にテレメータ化された（地震研＋鹿児島大）．

鹿児島大学

鹿児島大学・
南西島弧地震火山観測所
（NOEV)

図２ 一元化震源の分布（上）と再検測震源の分布（下）

NOEVの震源決定には角田・他(1991)の1次元速度構造を適用した．
なお，一元化震源は9月6日までである．

図３ 最活動期（6月21日～7月6日）の震源分布

8月定例会で示した6月21～7月6日の有感地震514個の
再検測震源を再掲した．活動低下（7月20日頃）以降
の地震のほとんどは，北東クラスタのうち，北東側の
約5分の3の範囲で生じた．これに加え，悪石島の南西
や西方に複数の震源が認められる．

図４ 再検測震源の時空間分布

震央分布上のプロット色の違いは，発生時刻に対応する．右側には
緯度，経度，深さ方向の時間変化を個別に示す．
緯度，経度，深さのいずれの方向においても，震源の時間経過に
伴う明瞭な移動は認められない．大部分の震源は 7～10 km の深さ
範囲で推移した．
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